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M
y 

C
i
t
y
、東
金
。

ま
ち
へ
の
思
い
を
未
来
へ
。

　
東
金
市
は
、昭
和
29
年
4
月
1
日
に
誕
生
し
、

令
和
6
年
4
月
に
節
目
と
な
る
市
制
施
行
70
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
市
制
施
行
当
時
に
約
3
万
5
千
人
だ
っ
た
人

口
は
現
在
約
5
万
７
千
人
、
人
々
の
暮
ら
し
も

ま
ち
の
姿
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
東
金
市
で
は「
子
育
て
支
援
の
充
実
」「
学

校
教
育
の
充
実
と
人
材
育
成
の
推
進
」「
新
た
な

企
業
誘
致
の
推
進
」「
農
業
経
営
の
強
化
・
安
定

に
よ
る
農
林
業
の
発
展
」「
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
再
編
」を
経
営
重
点
戦
略
と
し
、「
豊
か

な
自
然
と
伝
統
を
守
り
未
来
へ
続
く
M
y  

C
i
t
y 

東
金
」の
実
現
に
向
け
て
、市
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
未
来
を
託
す
若
者
た
ち
・
子
ど
も
た
ち
が
誇

れ
る
ま
ち
、ま
た
、
本
市
に
関
わ
る
全
て
の
人
が

愛
着
を
持
ち「
M
y  

C
i
t
y（
私
の
ま
ち
）」

と
言
い
た
く
な
る
東
金
市
の
実
現
を
目
指
し
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

東
金
市
長

　鹿
間
陸
郎

し
か

ま

り
く
ろ
う



江戸時代、宿場町と、九十九里の海産
物等を扱う問屋町が形成されたことに
始まる歴史ある商店街です。

東金駅前商店街（昭和52年頃）

Photo

あ
な
た
に
伝
え
た
い

ま
ち
の
歩
み

東
金
の
地
に
幾
重
に
も
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
歴
史
。

私
た
ち
の
今
を
支
え
、未
来
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　「
上
総
の
黄
金
町
」。江
戸
時
代
、東
金
の
地

は
こ
う
称
さ
れ
る
ほ
ど
に
発
展
し
ま
し
た
。徳

川
幕
府
の
直
轄
領
と
な
り
、家
康
の
鷹
狩
り
の

た
め
に
造
ら
れ
た
御
成
街
道
や
、御
成
新
道
が

整
備
さ
れ
ま
す
。九
十
九
里
の
海
産
物
等
が
こ

こ
に
集
ま
り
、江
戸
へ
と
運
ば
れ
ま
し
た
。こ
う

し
た
繁
栄
は
明
治
以
降
の
順
調
な
近
代
化
へ
の

礎
と
な
り
ま
す
。

　
明
治
維
新
後
、房
総
鉄
道
な
ど
の
交
通
機
関

の
発
達
、施
設
の
建
設
が
着
実
に
進
み
、昭
和

に
な
る
と
地
方
行
政
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し

ま
す
。

　
昭
和
28
年
、東
金
町
・
公
平
村
・
丘
山
村
・

大
和
村
・
正
気
村
・
豊
成
村
が
一
部
を
除
い
て

合
併
し
、新
し
い
東
金
町
に
。翌
29
年
、東
金

町
と
福
岡
村
・
源
村
の
大
部
分
が
合
併
し
、県

下
13
番
目
の
市
と
し
て
東
金
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。市
制
施
行
後
、行
政
・
産
業
・
教
育
の
各

分
野
で
、市
と
し
て
の
基
礎
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。中
学
校
の
統
合
、道
路
網
の
整
備
、

ガ
ス
事
業
、浄
水
場
建
設
等
が
次
々
に
進
行
。

明治33年に、東金・大網間に房総鉄
道が開通。のちに九十九里軌道も敷設
されました。

東金駅（昭和52年頃）

山武長生夷隅医療圏における地域中
核病院として平成26年に開院。高度で
安全な医療を提供し
ています。

東千葉メディカルセンター

区画整理事業としてできた公園。市民
の身近な憩いの場となっています。

田間中央公園
た ま

こ
が
ね



まちをもっと盛り上げたい

東金商工会議所　青年部

　地域を活性化したいという思いで、商工会議所ではさま
ざまな活動を行っています。青年部で今、特に力を入れて
いるのは、八鶴湖に桜を植樹する「八鶴湖クリーン作戦」で
す。ただ桜を植樹するだけではなく、参加者が楽しめるよう、
市民や市外の方を巻き込むイベントとして、毎年夏頃に開
催しています。八鶴湖の景観を守っていくことはもちろんで
すが、イベントをきっかけにたくさんの方に東金に来てもら
い、知ってもらい、愛着を持ってもらいたいですね。
　東金には「これ」といったものがない。だからこそ、こうし
た地域活動でも、農業でも、商売でも、何でもできます。良
いまちなので、どんどん人が増えてまち全体が活性化して
いくきっかけをつくっていきたいですね。

神定 勇次さん

　平成25年、圏央道（首都圏中央連絡自動車道）の東金・
木更津東間が開通しました。この圏央道と千葉東金道路
をつなぐのが東金ジャンクションです。千葉東金道路は、
県東部から千葉市や都心への移動を支える重要な役割を
担ってきました。 環
状道路とつながるこ
とで、産業や観光の
さらなる発展や地域
の活性化が進んで
います。

地域のさらなる飛躍
東金ジャンクション さ

ら
に
両
総
用
水
事
業
の
主
要
工
事
も
完
成

し
、市
発
展
の
土
台
が
固
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
九
十
九
里
地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
発
展
を

遂
げ
て
き
た
東
金
市
は
、令
和
６
年
に
市
制
施

行
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。「
豊
か
な
自
然
と
伝

統
を
守
り 

未
来
へ
続
く
Ｍ
ｙ 

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
東
金
」

を
目
指
し
、今
ま
で
創
り
上
げ
て
き
た
優
れ
た

都
市
機
能
や
豊
か
な
自
然
環
境
等
、本
市
が
持

つ
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。



子どもたちが笑顔で過ごせるよう、公
園整備等の環境づくりを進めています。

子どもたちの笑顔を未来へ

祭りのクライマックスのやっさおどりを
踊るのは、「連」と呼ばれるグループ。そ
れぞれ、趣向を凝らしたパフォーマンス
で観客を魅了します。

ヤッサ東金祭

農業者の指導のもとで農作業を体験。
田植えから稲刈りまで、皆で力を合わ
せて米づくりに取り組みます。

田んぼの学校

豊かな自然の中で育ったぶどうは「甘
み」「酸味」「渋み」のバランスが良いの
が特徴。全国にファンがいます。

ぶどう狩り

Photo

あ
な
た
に
伝
え
た
い

人
の
笑
顔

東
金
の
未
来
に
輝
き
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、

ま
ち
に
咲
く
色
と
り
ど
り
の
笑
顔
の
花
。

　
東
金
市
の
一
年
は
、豊
か
な
催
し
で
彩
ら
れ

て
い
ま
す
。東
金
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
ぶ
ど
う

狩
り
や
い
ち
ご
狩
り
、田
ん
ぼ
の
学
校
、東
金

桜
ま
つ
り
や
産
業
祭
な
ど
に
は
、市
内
は
も
ち

ろ
ん
市
外
か
ら
も
人
が
訪
れ
、た
く
さ
ん
の
笑

顔
が
生
ま
れ
ま
す
。ま
た
、道
の
駅
み
の
り
の

郷
東
金
に
は
、地
元
農
産
物
や
特
産
品
、植
木

が
勢
揃
い
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
ヤ
ッ
サ
東
金
祭
」の

主
役
は
市
民
で
す
。ふ
る
さ
と
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
昭
和
52
年
に「
や
っ
さ
ま
つ
り
」が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
や
っ
さ
！
や
っ
さ
！
」の
掛

け
声
で
、踊
り
な
が
ら
練
り
歩
く
や
っ
さ
お
ど

り
は
、誰
で
も
楽
し
く
参
加
で
き
ま
す
。他
に

も
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火

等
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
皆
で
盛
り
上
が
る

夏
の
風
物
詩
で
す
。今
で
は
東
金
に
欠
か
せ
な

い
、皆
か
ら
愛
さ
れ
る
大
切
な
お
祭
り
で
す
。

　
秋
に
は
、産
業
祭
で
、旬
の
農
産
物
や
特
産

品
、商
業
・
工
業
製
品
が
一
同
に
集
ま
り
ま
す
。

東
金
の
元
気
と
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
会
場
で
は
、



小さな子たちの憧れの選手に

　新体操との出会いは小学生のときです。東金アリーナで
活動するクラブチーム、東金RGで基礎と土台を学びました。
現在は朝から練習に打ち込む日 で々す。
　演技が楽しいのはもちろん、観ている方に感動を与えた
いという思いもあるので、特に小さい子から「ステキだった！」
と笑顔で言ってもらえたときは、本当に嬉しいです。
　小さい子や友人、お世話になった方々…観てくださる皆
の応援が力になっています。練習や大会の後、東金に帰っ
てくるとホッとします。自然豊かなところが大好きですね。
　新体操は選手の個性や魅力といった「色」が演技に現れ
る面白い競技です。ぜひ会場にいらしてください。そして、
自分でもやってみたいと思ってもらえたら嬉しいです。

東金・九十九里の絶景を走る
波乗りハーフマラソン

　地域の方や、企業、団体のサポートのもと、令和５年
に初開催。全国各地からランナーが集まります。コースに
なるのは、普段は走ることができない有料道路。沿道から
聞こえる地元の方の応援を受け、雄大な太平洋を望みな
がらのマラソンは爽快です。
東金アリーナにゴールした
後は、ボランティアによる
地元グルメ「家康鷹狩り
汁」でのおもてなしも。

新
た
な
出
会
い
と
交
流
が
生
ま
れ
、人
の
輪
が

広
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
区
の
人
々
が
つ
な
が
る
行
事
や
有

志
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
、そ
こ

に
は
人
々
の
笑
顔
が
集
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
裏
に
は
、何
と

い
っ
て
も
市
民
の
活
躍
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
で

芽
生
え
た
絆
は
、
東
金

市
の
未
来
づ
く
り
の
原

動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

海保 結愛さん

イオン新体操クラブ

第38回全国高等学校新体操選抜大会、第21回全日本新体操ユース
チャンピオンシップ、令和5年度全国高等学校体育大会(インターハイ)
にて個人総合優勝。2023年杭州アジア大会に日本代表として出場。



あ
な
た
に
伝
え
た
い

伝
統
の
息
吹

東
金
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
行
事
。地
域
の
絆
を
深
め
る

大
切
な
宝
と
し
て
、人
か
ら
人
へ
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

祭典では、東金の鎮守日吉神社の神輿
が各区の山車や屋形とともに巡ります。

日吉神社連合祭典の山車・屋形

Photo

マキの生産が盛んになったのは江戸時
代の初め頃。「造り槇」の造形技術が開発
され、脈 と々今に受け継がれています。

植木のまち

つく まき

北之幸谷の獅子舞
きた の こう や

だ し や かた

代々同じ家に引き継がれる神輿の担ぎ
役「禰宜」が、伝統の重みを肩に地区を
練り歩きます。

田間神社神幸祭

ね ぎ

北之幸谷の稲荷神社の氏子に伝承さ
れた二人立の獅子舞です。中でも、「は
しご昇り」の演目は獅子が10mのはし
ごに上る勇壮な舞です。

　
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
や
地
域
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
形
づ
く
る「
祭
り
」。
市
内
に
は
、

祭
礼
や
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
芸
能
が
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
東
金
市
を
代
表
す
る
祭
り
の
一つ
が
、日
吉

神
社
連
合
祭
典
で
す
。そ
の
起
源
は
江
戸
時

代
、水
利
問
題
や
干
ば
つ
が
解
決
に
向
か
っ
た

こ
と
を
神
に
感
謝
し
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま

す
。２
年
に
一
度
、
連
合
祭
典
と
し
て
、
神
輿

が
渡
御
し
、９
区
の
山
車
・
屋
形
が
市
街
を

巡
り
ま
す
。

　
巡
行
す
る
山
車
・
屋
形
の
上
で
は
東
金
ば

や
し
が
演
奏
さ
れ
ま
す
。江
戸
時
代
末
か
ら
明

治
時
代
に
か
け
て
形
づ
く
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、

横
笛
・
締
太
鼓
・
三
味
線
・
大
鼓
・
小
鼓
・

大
胴
等
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
貴
重
な
伝
統
芸

能
と
し
て
、
昭
和
38
年
に
千
葉
県
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
間
神
社
神
幸
祭
も
、日
吉
神
社
の
大
祭

と
隔
年
で
行
わ
れ
る
大
き
な
祭
り
で
す
。神
社

の
神
輿
が
山
車
や
町
内
の
神
輿
と
と
も
に
、お

と
ぎ
ょ



日本刺繍 紅会　会長

思いと技術を次世代につなぐ

　この地で日本刺繍の工房を始めた祖父が、伝統の技と
心を守り伝え、裾野を広げようと昭和45年に紅会を発足し
ました。
　初めての方でも気軽に始められるようにと、それまでは口
伝だった伝統技法をわかりやすく図版や書籍にまとめ、全
国に教室をつくりました。今では海外十数ヶ国にも広がり、
日本刺繍を楽しむ方が増えています。紅会では「手は精神
の出口」という言葉を通して、美しい作品を創り上げるため
に精神もともに磨いていくことを大切にしています。
　私は生まれ育った東金の田園風景が大好きで、四季を
通して日々癒されています。東金に伝わる素晴らしい伝統
文化も一緒に次世代へとつないでいきたいです。

高橋 信枝さん

囃
子
の
音
色
に
乗
っ
て
地
域
を
巡
り
ま
す
。祭

り
の
最
後
に
は
、禰
宜
た
ち
が
、高
台
に
構
え

る
本
殿
へ
神
輿
を
担
ぎ
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、二
人
立
ち
で
踊
る
獅
子
舞

や
、
太
鼓
を
腹
に
つ
け
て
３
頭
で
舞
う
鞨
鼓

舞
、生
活
に
根
付
い
た
神
事
な
ど
、多
く
の
無

形
民
俗
文
化
財
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在

も
地
域
の
行
事
を
通
じ
て
人
々
と
密
接
に
関

わ
っ
て
お
り
、地
元
へ
の
誇
り
と
愛
着
が
育
ま

れ
て
い
ま
す
。

ね

ぎ

か
っ

こ

ま
い

地域に伝わる生きた文化財
お囃子・獅子舞・鞨鼓舞

　お囃子・獅子舞・鞨鼓舞な
ど数多くの伝統芸能が市内各
地域の祭礼等で披露され、人か
ら人へと継承されています。



足
跡   

は
明
日
へ
と
つ
な
が
る

　
関
寛
斎
は
文
政
13（
1
8
3
0
）

年
、
現
在
の
東
金
市
東
中
で
誕
生
。 

30
歳
で
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
ポ
ン
ペ
か

ら
最
新
の
医
学
を
学
び
ま
し
た
。そ

の
後
、
徳
島
藩
の
藩
医
を
経
て
、
軍

医
と
し
て
戊
辰
戦
争
に
参
加
し
ま

す
。
73
歳
で
北
海
道
で
の
開
墾
と
牧

場
経
営
の
道
へ
。
厳
し
い
環
境
で
の

生
活
の
中
で
も
地
域
の
医
療
に
尽

力
、
82
歳
で
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

医
業
と
開
拓
に
人
生
を
捧
げ
た

東
金
の
偉
人

　関
寛
斎

せ
き
か
ん
さ
い

奥羽出張
病院の旗

関寛斎翁之像

市
の
木「
ラ
カ
ン
マ
キ
」指
定

東
金
市
総
合
計
画
策
定

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
設
立

１
９
７
０ 

S
45

１
９
７
１ 

S
46

４
月
１
日
、
県
下
13
番
目
の
市
と
し
て
東
金

市
が
誕
生

人
口
３
万
４
６
８
１
人
、
世
帯
数
６
３
４
８

戸
で
ス
タ
ー
ト

市
制
施
行
後
、
初
の
市
議
会
議
員
選
挙
実
施

市
営
ガ
ス
供
給
開
始

交
通
安
全
都
市
宣
言

東
金
市
民
歌
制
定

市
庁
舎（
現
第
１
庁
舎
）完
成

１
９
５
７ 

S
32

１
９
６
２ 

S
37

１
９
６
５ 

S
40

１
９
５
４ 

S
29

非
核
平
和
都
市
宣
言

フ
ラ
ン
ス
の
リ
ュ
エ
イ
ユ
・
　
　
　
　
　
　
　

マ
ル
メ
ゾ
ン
市
と
姉
妹
都
市
締
結

産
業
祭
初
開
催

城
西
国
際
大
学
開
学

１
９
８
９ 

H
１

１
９
９
０ 

H
２

１
９
９
１ 

H
３

１
９
９
２ 

H
４

と
き
が
ね
湖（
東
金
ダ
ム
）完
成

千
葉
東
テ
ク
ノ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
分
譲
開
始

東
金
九
十
九
里
有
料
道
路
開
通

東
金
ア
リ
ー
ナ
オ
ー
プ
ン
　
　
　
　
　
　
　

（
陸
上
競
技
場
は
２
０
０
２
年
）

東
金
市
第
３
次
総
合
計
画
策
定

市
内
循
環
バ
ス
運
行
開
始

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

児
童
館
オ
ー
プ
ン

２
０
０
１ 

H
13

２
０
０
２ 

H
14

２
０
０
３ 

H
15

１
９
９
５ 

H
７

１
９
９
７ 

H
９

１
９
９
８ 

H
10

２
０
０
０ 

H
12

現在のキャンパス



ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
で
セ
ン
タ
ー
・フ
ァ
イ
ア
・

ピ
ス
ト
ル
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
会
場
に 

ゆ
め
半
島
千
葉
大
会
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
場
に

圏
央
道（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）　
　

東
金
・
木
更
津
東
間
開
通

東
金
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー 「
と
っ
ち
ー
」

誕
生

東
金
市
乗
合
タ
ク

シ
ー
市
内
全
域
運
行

ス
タ
ー
ト

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
開
院

産
業
交
流
拠
点
施
設 

み
の
り
の
郷
東
金
　
　

オ
ー
プ
ン（
翌
年
、
道
の
駅
登
録
）

雄蛇ヶ池

江
戸
時
代
に
造
ら
れ

農
地
を
潤
し
て
き
た
雄
蛇
ヶ
池

　「
房
総
十
和
田
湖
」と
も
呼
ば
れ
る

美
し
い
雄
蛇
ヶ
池
は
、江
戸
時
代
初

期
に
造
ら
れ
た
貯
水
池
で
す
。代
官
・

嶋
田
伊
伯
を
中
心
に
築
造
計
画
が
立

て
ら
れ
、慶
長
９（
1
6
0
4
）年
か

ら
10
年
が
か
り
で
完
成
。農
地
を
潤

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
釣
り
・

ハ
イ
キ
ン
グ
等
に
利
用
さ
れ
る
風
光

明
媚
な
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。近
く
に
は
水
の
神
様
が
祀

ら
れ
て
い
る
神
社
も
あ
り
、大
蛇
に

ま
つ
わ
る
話
や
、機
織
り
の
音
の
話

と
い
っ
た
伝
説
が
い
く
つ
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

２
０
１
０ 

H
22

２
０
１
３ 

H
25

２
０
１
４ 

H
26

長
野
県
安
曇
野
市
と
友
好
都
市
締
結

東
金
市
第
４
次
総
合
計
画
策
定

東
金
・
九
十
九
里
波
乗
り
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

初
開
催

２
０
１
５ 
H
27

２
０
２
１ 

R
３

２
０
２
３ 

R
５

１
９
７
３ 

S
48

１
９
７
７ 

S
52

１
９
７
８ 

S
53

１
９
７
９ 

S
54

１
９
８
１ 

S
56

１
９
８
５ 

S
60

１
９
８
６ 

S
61

１
９
８
７ 

S
62

１
９
８
４ 

S
59

市
史
編
さ
ん
事
業
開
始

東
金
線
が
電
化

若
潮
国
体
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場
に
な
り
　

当
時
の
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
運
動
公
園
に

お
立
ち
寄
り

第
１
回
や
っ
さ
ま
つ
り
開
催

東
金
駅
東
口
駅
前
広
場
完
成

千
葉
東
金
道
路
開
通

青
色
申
告
都
市
宣
言

市
の
花「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」指
定
　
　
　
　
　

東
金
市
民
憲
章
制
定

公
共
下
水
道
供
用
開
始

東
金
市
新
総
合
計
画
策
定

東
金
文
化
会
館
オ
ー
プ
ン

やっさ！ やっさ！



地域でのつながり、自然とのふれあい
発見と出会い…心豊かなそれぞれの東金ライフ！

読書や学習に利用できる施設として市民に親しまれて
いる図書館。便利なオンラインによる蔵書検索・予約
システムや、赤ちゃんが対象のブックスタート、子ども
向けのおはなし会などの多彩な催しで、読書の楽しみ
を市民にお伝えします。

東金図書館

道の駅みのりの郷東金などの観光農園で
新品種チーバベリー等のいちご狩りを楽
しめます。市内には他にも、東金ぶどう郷
など、食や農を体験できるスポットが充実
しています。

フルーツの都、東金

東金市には誰もが安心して、結婚、妊娠、出産、子育てをできるよう
さまざまなサポートがあります。学校、家庭、地域が協力して、子ども
を見守り、心身ともに健やかに成長できる環境づくりを進めています。

健やかな子育てを応援

市内には大小さまざまな
公園や、体を動かせる施
設があります。

仲間と過ごす公園



買い物や通院など、日常の移
動手段として便利に使える公
共交通。自宅から目的地へ乗
り合いで送迎してくれます。

東金市乗合タクシー

東金駅前に立地する大型複合施設です。スーパーをは
じめフィットネスクラブや銀行、生活雑貨など多数の専
門店が展開しています。市のにぎわいの中心となって
います。

東金ショッピングセンターサンピア 

新鮮な農産物や特産品の直売、植木の販売
のほか、地元の食材を使ったレストラン、イ
ベント広場などを備えた産業交流拠点施設
です。魅力的な催しも行われ、市内外から多
くの方が訪れます。

新鮮な地元の農産物が並ぶ
道の駅みのりの郷東金

国内トップレベルの公式試合にも使用
される東金アリーナや陸上競技場、テ
ニスコート、多目的グラウンド等で幅広
いスポーツイベントも楽しめます。

スポーツ施設で体を動かす

空を映す水田に早苗が揺れる春から初夏。
黄金色に稲穂が輝く初秋。自然豊かな東
金では四季折々の風景が楽しめます。

茜色に染まる田園

時代の変化に対応できる子どもたち
の教育環境づくりの一貫として、デ
ジタル教科書やプログラミング等のＩ
ＣＴ教育環境の整備を進めています。

小中学校で進むＩＣＴ教育



©山田翔

たい。My City 東金の宝物。

とっての「宝物」をうかがいました。



あなたに伝えたい、未来に届け

ともに未来へ歩み出す、皆さんに
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